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葉月・月見月・雁来月(かりくづき) 

紅葉した葉が落ちる月、雁が日本に初

めてやってくる初月(はつづき)などから。 

長月･紅葉月(もみじづき)･萩月(はぎづき) 

夜が日増しに長くなる「夜長月」の略と

されています。 

夏休みの開館日、常連客を中心にご利

用ありがとうございました。 

4 月から 8 月２3 日までの貸出冊数は

約 3660 冊となりました。貸出冊数 1位

は２-６(３４９冊)、2位は２-１(２５２冊)、

3 位は１-６(2４０冊)でした。2 学期もた

くさん本と出合ってください！ 

 

※今年度の読書感想画の締
め切りは 11月下旬となり
ました。指定図書は 9月中
に購入します。急げ！ 

 

今夏、 

ある研修にて PISA2022の結果より「日本の子どもは本をよく読む」 

が、「フィクション（物語・小説）」を諸外国より読んでいる。 

「ノンフィクション」を読むのも大事。 

って考えたので今回はこれ。 

そこからノンフィクションに 

つなげられると面白いよ？ 

…？ 

物語・小説も大事だよ…？ 

という話を聞いたふじぽん。 

大河ドラマ「光る君へ」、とうとう「源氏物語」の執筆
開始です。道長に物語を渡した後に書き直している場面
での、紫式部(まひろ)のセリフ 

「物語は生きておりますゆえ」は、 

まさしく物語の力を語ったもの。その「物語」は紫式部の

人生 から生まれたものであることは明白

です。※世界最古の長編小説は 11世紀初めの 

「源氏物語」と言われています。 

人は、物語なくして生きられず、 

人生なくして物語れない気がする。 

フィクション ノンフィクション・事実 

第 4 回情報活用授業コンクールにて昨年度 1 学年 1 学
期の総合的な学習の時間の授業実践が「優秀賞」を受賞し
ました。「中学校の教科の専門性や経験の違いを超え、学
校図書館を核として授業が実践できることを教員、生徒に
も認知された。」という講評をいただきました。 

●ほしおさなえ 
「菓子屋横丁月光荘」 

富岡製糸場 

ぶっくんは 

明朝体 

でんしぶっくんは 

ゴシック体 

◆「明朝体の教室」鳥海修、面白い！ 

画像は Sagasokka!より 

実際の 

糸繰り・機織りを 

見学 

 

●野田サトル「ゴールデンカムイ」 

北海道 

●武田一義 
「ペリリュー楽園のゲルニカ」 

●古林海月「麦ばあの島」 

沖縄 

9月の NIEは「新札」関連 
◆澤地久枝「琉球布紀行」 

琉球布、実物に触れる 

◆中川なをみ 
「よみがえった奇跡の紅型」 

◆志村ふくみ「一色一生」 

●ほしおさなえ「まぼろしを織る」 

●ドリアン助川「あん」 

◆北条民雄「いのちの初夜」 

多摩全生園 
重監房資料館 

アンネ・フランクの家 

●有川ひろ 
「アンマーとぼくら」 

※関連本はまだまだ他にもあります。

※富士中に無い本もあります。 

 

出合った物語の数
だけ、ノンフィクションと
の出合いもある。結び
つくから、面白くなる。 
 

●上條さなえ「月と珊瑚」 


